A REBUILDING PLAN OF HANNO DAI-ICHI ELEMENTARY SCHOOL : OFFERING UNITS AT THE SCHOOL TO CHILDREN TO PROMOTE THEIR FEELINGS OF SPACE by 吉田 春香
飯能第一小学校建替え計画 : 児童の場の感覚を助
長するユニットの提案
著者 吉田 春香
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 2
発行年 2013-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8590
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.2（2013 年 3 月）                    法政大学 
 
飯能第一小学校建替え計画 
児童の場の感覚を助長するユニットの提案 
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OFFERING UNITS AT THE SCHOOL TO CHILDREN TO PROMOTE THEIR FEELINGS OF SPACE 
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These days lots of elementary schools in Japan have some serious problem, such as truancy, bullying and 
violence. It is considered that the reasons are not only the system of the schools in which students are strictly 
controled, but also the structures of it which feature the dull, monotonous and exclusive design. Schools need to 
offer better places where students can learn voluntary, and can select what they want  to do freely. 
Therefore, I would like to solve it by redesigning the classrooms to create more united spaces and enhance 
the atmosphere. Such places will also become wide-opened spaces for other community activities and utilized by 
neighbors. 
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１．はじめに 
学校を取り巻く地域の深刻な状況のひとつに、学校の統廃合があると思います。少子化の波、過疎化の進行の
中で、学校が維持しきれなくなり、統合、もしくは廃校になってしまった、という話をよく聞きます。私の身近
な場所でも例外ではありません。また、多くの学校は、不登校・保健室登校・いじめ・荒れ等の問題も抱えてい
ると思います。 
このような状況にある小学校について、修士設計を通して、児童や地域住民にとって小学校がどのような施設
であるべきか、ということを考えていきたいと思っています。私が実際に通っていた小学校の建替え計画として、
小学生だった当時のことを思い出しながら、また地域住民としてどのような場であってほしいかを、建築を通し
て考えていきたいです。 
 
２．論文概要 
先に述べたような小学校の問題は、場・人・時間等が選べず、管理的な学校のあり方と共に、学校空間の閉鎖
性、単調さ、無機質な性格等、施設のあり方がそれを助長しているとも言えます。このことから、小学校は、も
っと自主的な環境をつくりあげ、選択的な場を用意することが必要とされます。友達と少人数でいられるような
小空間から、学年の集まりの場、そしてクラスを越えた交流の場、さらには地域住民とのふれあいの場を確保し
ていくべきだと思います。 
私はそれらを、クラスルームのユニットの構成を考えることによって、解決していきたいと考えています。 
私が通っていた小学校では、なかよし学級と呼ばれるものがありました。それは、１年生と６年生、２年生と
５年生、３年生と４年生がクラスごとにチームを組んで、学園祭のような催し物を開催するというイベントです。
このなかよし学級のようなしくみを小学校施設のユニットの構成に取り入れることによって、より帰属感のある、
まとまりのある空間になり、場の雰囲気を高めます。 
そして小学校の児童だけでなく、小学校区がつくるコミュニティの地域住民にも利用されるような、社交的な
場をつくっていきます。 
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３．事例研究 ユニットについて 
日本では、文部省が標準設計を示してきたこともあり、地域性や立地・規模に関係なく、全国で画一的な校舎
が建設されてきたきらいがあります。一方海外の学校建築では、地域や気候、また都市部や地方など立地条件に
よってさまざまなタイプが見られます。また同じ学区であっても、学校の教育方針や規模の差から全くタイプが
異なることも多いです。 
 学校の中でもクラスルームは、児童・生徒の学習や生活の拠点となる最も重要な単位空間です。ここでは海外
で展開される多様な方法論について、クラスルームという視点でいくつか例を挙げていきたいと思います。 
[事例]Crow Island Elementary School、6 to 6 Early Childhood Regional Magnet School、L. Frances Smith 
Elementary School、Heathcote Elementary School、Mt.Healthy Elementary School、Fodrea Community School、
Deerwood Elementary School、Valley Crossing Community School、Black Hawk Middle School、Maple Grove Senior 
High School、Vinton Elementary School 
 
４．敷地 私の母校「飯能第一小学校」 
私の母校のある飯能市は、埼玉県の南西部に位置しています。人口は約 8 万 4 千人です。飯能市は全部で８つ
の地区に分けられます。その中でも飯能地区は、東部に飯能駅、東飯能駅を中心とした市街地が形成されていて、
西部には丘陵地が広がり、天覧山や飯能河原などの観光資源ともなっている自然が残されています。飯能市には
全部で 14 の市立小学校があり、飯能地区にある飯能第一小学校は、その中でも最大規模の小学校となっています。 
 
 
 
 
 
 
図１.埼玉県飯能市          図２.飯能市飯能地区        図３.飯能市内の小学校 
 
５．小学校区が与えるコミュニティの意識 
小学校の学区は、子供が徒歩で通うことのできる範囲内にだいたいが設定されています。つまりこれは、学区
内の範囲であれば、児童だけでなく、地域住民のだれもが歩いていける程の距離に学校が位置しているというこ
とになります。そして小学校区によって区画された地域は、その学区によって、子供をもつ居住者にある一定の
コミュニティの意識を与えています。例えば、子供をもつ親は、自分の子供が通う学校には、他の学校よりも特
別な関心をもつのではないかと思います。 
すなわち小学校の学区は、小学校を中心としたコミュニティの意識をつくりだしていると言えます。 
飯能第一小学校の学区は、近いところで 1 キロ未満、遠いところで 2 キロ以上の距離に設定されています。小
学校のすぐ近くには南北東西方向へのびる大きな道路続いています。敷地周辺には飯能駅と東飯能駅という２つ
の駅があり、鉄道がはしっています。住宅地は下図のように分布していて、現在開発中の住宅地もあり、この学
区地域内では将来人口や世帯数が増え、学校に通う子供達も増加していく見込みがあります。西部には丘陵地が
広がり、天覧山や飯能河原などの観光資源ともなっている自然が残されています。東部は台地になっていて、特
に飯能駅周辺は、飯能市の中心市街地を形成しています。この有機的なパターンと人工的なグリッドの間に小学
校は位置し、本計画によって、この学校の児童や学区コミュニティのための社交的な場をつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４.学区内のまちの構成                図５.学区内の住宅地 
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 ６．設計 ユニットの構成 
 
（a）なかよし学級 
私の通っていた飯能第一小学校では、なかよし学級と 
呼ばれるものがありました。それは、１年生と６年生、 
２年生と５年生、３年生と４年生がクラスごとにチーム 
を組んで、学園祭のような催し物を開催するというイベ 
ントです。このなかよし学級を通して、高学年は低学年 
を思いやる気持ちを、また低学年は高学年に進学するこ 
とへの目標を持つことを、また中学年はこれからの残り 
半分の小学校生活を共にするひとつ上や下の学年と交流 
し、他学年と関わり協力し合うことで小学校全体として   図６.なかよし学級 
の共同体を形成することが期待されているように感じま 
した。このなかよし学級のようなしくみを、小学校施設 
に取り入れます。 
 
（b）３つの棟とラーニングセンター 
１年生と６年生、２年生と５年生、３年生と４年生の 
３つの棟に教室を分けます。このようにユニット化する 
ことによって、より帰属感のある、まとまりのある空間 
になり、場の雰囲気を高めます。さらに低学年教室は南 
に、高学年教室は北に配置します。教室を北側に設ける 
ことによって、静的な空間となり、低学年教室よりも落 
ち着いた雰囲気の空間をつくります。中央にはラーニン 
グセンターを配置し、全校生徒が集まり一緒に学ぶこと   図７.３つの棟とラーニングセンター 
ができるような場を設けます。 
 
（c）他学年との交流空間 
各ユニットごとに、他学年との交流を促す空間のつく 
りかたを考えました。１年生と６年生は最低・最高学年 
で年がはなれているため、スキップフロアをつなぐ階段 
の向きを、教室に対して直角方向に配置しました。２年 
生と５年生は、１・６年生よりも年が少し近いので、教 
室と教室をゆるやかに繋ぐように階段を設けました。３ 
年生と４年生は年がひとつしか変わらないので、床レベ 
ルを無くしフラットな空間としました。 
                         図８.他学年との交流空間 
（d）学年ごとの交流のあり方 
１・２年生の教室は、南側の外部に面した場所にスペ 
ースをとって、様々な活動を教室内で行えるようにし 
ています。３・４年生の教室は、他学年との年齢差が 
あまりないので、あまり教室内にスペースを設けず、 
ユニット内のオープンスペースで様々な活動が行われ 
るようにします。５・６年生の教室は、北に面してし 
るので、外部に面した場所よりも内部に面しているス 
ペースで、いろいろな活動を促します。         図９.学年ごとの教室のあり方 
 
（e）全体ゾーニング 
東側にクラスルームなど児童のための施設を、西側に体 
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育館や特別教室など学区コミュニティに開かれた施設を 
配置しています。隣の敷地に幼稚園や建設中の図書館・ 
総合保育施設があるため、それらへつながる動線を意識 
しています。集団へ子供を共存させていくために【教室 
ごとのクラス内でのまとまり→ユニットごとのなかよし 
学級のまとまり→ラーニングセンターでの全校生徒のま 
とまり→体育館・特別教室での学区コミュニティとのま 
とまり】という順序で個人を徐々に社会へ結合させてい 
きます。                        図１０.全体ゾーニング 
 
このようなユニットの提案をすることによって、児童の場の感覚を助長し、さらには学区コミュニティのための
社交的な場を、小学校施設につくっていきます。 
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